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1
)

『
安
養
集
』
十
巻
は
、
西
暦

一
〇
七
〇
年
頃
、
平
等
院
南
泉
房
に
於

い
て
、
源

隆
国
と
延
暦
寺
阿
闇
梨
数
名
と
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
文
献

で
あ
る
。
本
書
は
、
浄
土
教
の
諸
問
題
を
論
題
と
し
て
掲
げ
、
各
論
題

下
に
は
、
夫

々
の
問
題
に
関
す
る
経
典
論
疏
か
ら
の
引
文
を
列
挙
す
る

と
い
う
、
資
料
集

の
形
を
採
る
文
献
で
、
編
者
の
私
見
は

一
切
交
え
ら

れ
て
お
ら
ず
、
論
義

の
為

の
参
考
資
料
集
と
し
て
の
性
格
を
、
多
分
に

備
え
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
所
掲

の
論
題
の
数
と
し
て
は
、
戸
松
憲
千
代
氏
は
七
十
項
、
恵

(
2
)

谷
隆
戒
氏

は
七
十
六
項
と
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
次

の
九
十
五
項
を
数
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

【巻

一
本
】
国
厭
離
繊
土
回
欣
求
浄
土
囹
十
方
仏
証
明
囚
極
楽
兜
率
優
劣
難

易
固
兜
率
極
楽
相
対
囹
極
楽
十
方
相
対

【巻
一
末
】
[
7
]
諸
法
門
中
偏
勧
念

仏
三
昧
團
念
仏
方
法
回
修
行
久
近
回
念
仏
回
念
仏
三
昧
証
國
現
世
利
益
圓
現

身
見
仏

【巻
二
】
図
正
為
凡
夫
説
囮
要
発
菩
提
心
囮
十
念
團
滅
罪
囮
念
仏

マ

マ

利
益
画
是
心
作
仏
是
心
是
仏
國
善
悪
知
識
國
知
魔
非
魔
國
往
生
人
所
見
霊
偽

 

(
3
)

【巻
三
本
】
[圏
十
六
想
観
図
十
六
観
滅
罪
囮
日
想
観
國
水
想
観
地
想
観
國
宝

樹
観
國
宝
池
國
華
座
図
仏
身
量
国
仏
相
好
國
惣
観

【巻
三
末
】
圖
三
輩
修

因
図
九
品
往
生
修
因

【
巻
四
】
囮
仏
迎
来
不
来
図
九
品
所
乗
異
國
中
陰
有

無
図
命
終
心
三
性
五
受
分
別
國
華
開
遅
速
囮
得
道
時
異
囮
劫
量
囮
往
生
相
貌

囮
往
生
多
少
囮
往
生
難
易
囮
三
輩
九
品
異
同
囮
九
品
往
生
階
級
囮
三
輩
九
品

階
位

【巻
五
】
幽
去
此
遠
近
囮
国
土
寛
狭
國
世
界
安
立
団
国
土
名
号
國
極

楽
清
泰
同
異
國
上
下
分
別
図
三
界
摂
不
摂
囮
五
趣
無
有
圖
雑
浄
繊
同
処
異
処

【巻
六
】
國
土
因
國
国
土

【巻
七
】
國
宝
地
國
宝
池
國
宝
樹
國
道
樹
國
衆

(
4
)

鳥
圃
宮
殿
楼
閣
囮
天
楽
囮
四
生
分
別
國
漏
尽
通

【巻
八
】
圃
法
蔵
発
心
圓

弥
陀
修
行
圃
成
仏
久
近
回
三
身
分
別
囮
仏
名
号
圃
仏
寿
命
囮
来
往
供
仏
囮
声

(
5
)

聞
菩
薩
多
少
囮
仏
誓
願
囮
飲
食

【巻
九
本
】
[囮
不
退
圃
菩
薩
徳
行
図
観
音

勢
至
團
二
菩
薩
授
記
國
神
通
圖
聖
衆
光
明
図
所
化
身
相

【巻
九
末
】
囮
三

聚
図
女
人
二
乗
有
無
國
羅
漢
生
不
生

【巻
十
】
團
諸
趣
往
生
國
信
殿
因
縁

國
小
教
説
不
説
國
経
教
興
廃
國
翻
訳
説
時
團
教
興
由
致
図
別
時
意
趣
圓
五
逆

諺
法
生
不
生

但
し
国
國
國
図
は
、
論
題
名
が
欠
如
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
項
目
で
、
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引
文
の
内
容
か
ら
筆
者
が
仮
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
圃
画

は

論
題
名
の
み
有

っ
て
、
引
文

の
欠
如
し
て
い
る
項
目
で
あ
る
。

と
こ
ろ

で
、
『
安
養
集
』
本
文
の
冒
頭
に
は
、

念
仏
要
文
有
二
七
門
幻

一
厭
臓
、
二
欣
浄
十
方
諸
仏
証
明
、
極
楽
兜
率
優
劣
、

極
楽
兜
率
相
対
、
極
楽
十
方
相
対
、

三
修
因
、
四
感
果
、
五
依
報
、

(料

六
正
報
、
七
断
簡
。
(巻

一
ノ
2
丁
)

と
あ
る
。

こ
の
中

二

厭
繊
、

二
欣
浄
L
及
び
そ
の
下
の
割
註
は
、
本

文
中
の
国
か
ら
五

ま
で
の
論
題
名
に
ほ
ぼ

一
致
し
、
ま
た
、
本
文
中
五

「欣
求
浄
土
」
の
論
題
名
に
は
、
「大
文
第
二
」
と
付
さ
れ
て
い
る

(巻

一
ノ
ー0
丁
)
。従

っ
て
、
国
が
第

一
厭
臓
門

に
、
五
-
五

が
第
二
欣
浄
門

に
摂
ま
る
項
目
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
だ
が
、
第
三
門
以
下
が
ど

の
項
目
を
摂
め
る
の
か
は
、
本
文
中
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

恵
谷
氏

は
、
・論
題
の
内
容
よ
り
推
測
し
て
、
全
体
を
七
分
さ
れ
て
い

る
。
氏
の
説
に
随

っ
て
九
十
五
項
を
七
分
す
る

と
、
次

の
よ
う
に
な

る
。国

…
第

一
厭
稼

回
-
五
…
第
二
欣
浄
因
-

圃
…
第
三
修
因

圓
-
國
…

第
四
感
果

圓
-
國
…
第
五
依
報

國
-
國
…
第
六
正
報

国
-
因
…
第
七

料
簡

第

一
・
第
二
門
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
第
三
門

以
下
の
分
配
に
は
少
し
く
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
氏
が
第
四
感
果
に

配
さ
れ
た
圖

「
要
発
菩
提
心
」
・
因

「
十
念
」
は
、
明

ら
か
に
第
三
修

因
に
配
す

べ
き
項
目
で
あ
る
し
、
巻
三
末
以
降
の
六
十
三
項
目
を
、
全

て
第
七
料
簡
に
配
す
る
と
い
う
の
も
不
自
然
で
あ
る
。

こ
の
七
門
の
分
配
は
、
本
書
と
、
本
書
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と

言
わ
れ
る

『
往
生
要
集
』
の
十
門
組
織
と
の
関
係
を
論
ず
る
為
に
は
、

是
非
と
も
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
問
題
と
な
る
第
三
門
以
下
の
分
配

に
つ
い
て
、
私
見
を
述

べ
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
巻

一
末
の
因
か
ら
圓
は
、
主
に
念
仏

を
扱
う
項
目
で
、
第
三

修
因
に
配
さ
れ
る
。

こ
の
中
、
恵
谷
氏
は
圓

「
念
仏
三
昧
証
」

の
項
を

第
四
感
果
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
念
仏
三
昧
に
よ
る
証
果
を

扱
う
項
目
で
は
な
い
。

こ
の
項

(巻
一
ノ
84
-
85
丁
)
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
『
群
疑
論
』
巻
七
念
仏
証
拠
章

(大
正
四
七
ノ
73
b
)
の
文

の

み
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
諸
経
の
中
か
ら
念
仏
三
昧
を
説
く
経
典
を
列
挙

す
る

一
段

で
あ
る

(花
首
経
の
一
相
三
昧

・
文
殊
般
若
の
一
行
三
昧

・
観
仏

三
昧
海
経
の
観
仏
三
昧

・
賢
護
経
の
思
惟
諸
仏
現
前
三
昧
)
。
即
ち
、
本
項
は

念
仏
三
昧
の
典
拠
を
示
す
項
目
で
あ

っ
て
、
第
三
修
因
に
配
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。

続
く
國
因

は
、
第
四
感
果
に
配
さ
れ
る
が
、

共
に
現
世
に
於
け
る
利

益
の
み
を
扱

っ
て
い
る
。

巻
二
に
至

っ
て
、
図
か
ら
因

は
、
第
三
修
因

に
配
す
べ
き
項
目
で
あ

る
が
、

こ
の
部
分
に
は
、
『
安
養
集
』

の
基
本
姿

勢
と
も
言
え
る
も

の

が
窺

え
る
。
ま
ず
、
図

「
正
為
凡
夫
説
」
に
は
、
浄
土

の
法
門

が
、

「本
為
二
凡
夫

一、
兼
為
二
聖
人
一」
(本
項
所
引
の
迦
才

『浄
土
論
』
巻
中
・
大

源

隆
国

『
安
養

集
』

の

一
考
察

(
梯
)

-41-



漁
隆
国

『
安
養
集
』
の
一
考
察

(梯
)

正
四
七
ノ
90
c
等
)
な
る
こ
と
を
示
す
要
文
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の

項
に
引
か
れ
る

(巻
二
ノ
7
丁
)
『
群
疑
論
』
巻
二
に
は
、

若
以
二
本
願
大
悲
叫
引
一二

切
凡
愚
衆
生
乃
至
下
品
下
生
五
逆
十
悪

但
発
二

菩
提
心

悉
得
二往
生
殉
(大
正
四
七
ノ
38
c
)

と
あ
る
。

即
ち
、
次
の
圖

「
要
発
菩
提

心
」
は
、
前
項
に
関
連
し
て
、

凡
夫
往
生

の
修
因
と
し
て
設
け
ら
れ
た
項
目
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
右

の
文
に
触

れ
ら
れ
た

『
観
経
』
下
品
下
生
所
説

の
、
「
具
足
十
念
」

を

考
慮
に
入

れ
た
の
が
、
次
の
囮

「
十
念
」
の
項

で
あ

る
と
考

え
ら
れ

る
。

こ
の
よ
う
に
、
『安
養
集
』
の
編
者
は
、
浄
土
の
法
門
が
正

し
く

凡
夫
の
為

の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
標
榜

し
、
凡
夫
往
生
の
修
因

と
し

て
、
発
菩
提

心
と
十
念
と
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
の
團
囮
は
、
第
四
感
果
に
配
す

べ
き
項
目

で
あ
る
。

こ
の
内
國

「滅
罪
」
は
、
図
か
ら
圓
ま
で
の
凡
夫
往
生
の
修
因
と
の
関
係
で
設
け

ら
れ
た
も

の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
国

「念
仏
利
益
」
は
、
感
果

の
惣

説
と
言
う

べ
き
項
目
で
あ
り
、

こ
の
項

に
は
、
「
得
生
仏
前
不
離
仏
」

(本
項
所
引
の

『安
楽
集
』
巻
下
・
大
正
四
七
ノ
15
c
)
・
「
生
浄

土

・
当
成

仏
」
(同
じ
く

『群
疑
論
』
巻
七
・
大
正
四
七
ノ
75
b
-
c
)
等
の
当
来

の
利

益
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
点
で
、
現
益

の
み
を
扱
う
國
囮
と
は
趣
を
異
に

す
る
。
次

の
國

「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
は
、
標
題
が
有
る
の
み
で
、

引
文
は
欠
落
し
て
い
る
の
だ
が
、
『
安
養
集
』
と
密
接
な
関
係

に
あ
る

『
往
生
要
集
』
は
、

こ
の
問
題
を
、
大
文
第
七
念
仏
利
益
の
中
で
扱

っ

て
い
る

(大
正
八
匹
ノ
(73
b
)
の
で
、

こ
の
項

は
、
前
項
囮

「
念
仏
利

益
」
に
付
随
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

続
ぐ
國

「善
悪
知
識
」
は
、
修
行
の
助
縁
と
な
る
善
知
識
と
、
妨
げ

と
な
る
悪
知
識
と
を
扱

う
項
自

で
あ
り
、
國

「知
魔
非
魔
」

の
項

に

は
、
魔
所
変

の
仏
と
真
仏
と
の
区
別
の
法
を
示
す
要
文
が
挙
げ
ら
れ
て

い
て
、
共
に
第
三
修
因
に
配
さ
れ
る
。

次

の
國

は
、
「
往
生
人
所
見
霊
偽
」
(巻
二
ノ
87
丁
)
と
い
う
論
題
名

に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
項
に
引
か
れ
る
の
は
、
往
生
人
所
見
の
境
界

が
虚
な
ら
ざ
る
こ
と
を
示
す

『
群
疑
論
』
巻
七
定
境
真
実
章

(大
正
四

七
ノ
75
a
-
b
)
の
文

の
み
で
あ
っ
て
、
こ
の
論
題
名
で
は
意
味
が
通

じ
な
い
。
た
だ
、

こ
の
半
丁
だ
け
で
他

に
三
箇
所
、
「
虚
」
を
誤

っ
て

「
霊
」
と
記
す
も
の
が
見
ら
れ
、
こ
こ
の

「霊
」
も

「
虚
」

の
誤
り
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
往
生
人
所
見
虚
偽
」
と
す
る
と
、
言

わ
ん

と

す
る
こ
と
と
逆
の
意
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
本
項
所
引
の

『
群
疑

論
』

の
、
「
…
此
境
為
レ実
為
レ
虚
」
と
い
う
問
い

の
文

に
依

っ
て
、
本

論
題
名
を

「往
生
人
所
見
虚
実
」
と
考
え
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
本
項
は
、
第
四
感
果
に
配
せ
ら
れ
る
。

続

い
て
、
巻
三
本

の
十
項
目
で
は
、
『
観
経
』
前
十
三
観

が
扱

わ

れ

て
い
て
、
恵
谷
氏
は
こ
れ
を
依
報
観

・
正
報
観

に
分
け
、
夫
々
を
第
五

依
報

・
第
六
正
報
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
三
末

の
三
輩
九
品
に
関
す

る
項
目
を
も
含
め
て
、
巻
三
全
体
を
第
三
修
因

に
配
す
る
方
が
妥
当
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
巻
四
の
十
三
項
目
は
、
臨
終
来
迎
か
ら
得
道
に
至
る
ま
で
の
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問
題
を
扱
う
も
の
で
、
主
に

『
観
経
』
九
品
段
に
依
り
、
感
果
を
論
ず

る
部
分
で
あ
る
。

次
に
、
巻
五
か
ら
巻
九
に
至
る
四
十
項
目
に
注
目
す
る
と
、

こ
れ
ら

が
、
極
楽

の
依
報

・
正
報
に
関
す
る
問
題
を
扱
う
項
目
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

即
ち
、

巻
五

・
六
で
は
、
国
土
の
判
別
が
扱
わ
れ
、
巻
七
の
國

か
ら

圓
ま
で
は
、
国
土
の
荘
厳
を
扱
う
項
目
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
圃

「
四

生
分
別
」

で
は
、
胎
生
土

・
化
生
土
の
判
別
が
取
り
上
げ

ら
れ
て

い

る
。
よ

っ
て
、
因

か
ら
圓
ま
で
は
第
五
依
報
に
配
さ
れ
る
。

続

い
て
、
巻
七
末
尾
の
國

「
漏
尽
通
」
か
ら
巻
九
末
尾
の
國

「
羅
漢

生
不
生
」
ま
で
は
、
阿
弥
陀
仏

・
諸
菩
薩
、
及
び
往
生
人
に
関
す
る
問

題
を
扱
う
項
目
で
、
第
六
正
報
に
配
さ
れ
る
。

こ
の
申
、
國

「漏
尽
通
」

の
み
が
、
巻
七
に
は
み
出
す
形
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
項
は
本
来
、
漏

尽
通
以
外

の
五
通
を
扱
う
國

「
神
通
」
の
前
後
に
位
置
す
べ
き
も
の
で

あ
り
、
本
来
位
置
し
て
い
た
箇
所
か
ら
離
脱
し
て
巻
七
の
末
尾
に
混
入

し
た
と
も
考

え
得
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
巻
七
末
尾

の
数
丁

に
、
本
書
中
唯

一
、
大
き
な
乱
丁
の
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
推
測

さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
巻
五

・
六

・
七
が
第
五
依
報
、

巻
八

・
九
が
第
六
正
報
と
、
非
常
に
明
確
に
分
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

残
る
巻
十
の
八
項
目
は
、
第
七
料
簡
に
配
し
て
差
し
支
え
無

い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
る
と
、
『
安
養
集
』
の
九
十
五
項
目
は
、
次

の
よ

う

に
七

門

に
分

配

さ

れ

る
。

【
巻

一
本
】
國

…

…
第

一
厭

繊

囹
-

囹

…

第

二

欣

浄

【
巻

一
末
】
回
-

回

…

第

三

修

因

國
-

圖

…

第

四

感

果

【
巻

二
】
図
-
因

…
第

三
修

因

國
-

國

…

第

四

感

果

國
-

國

…
第

三

修

因

國

…

…

第

四

感

果

【
巻
三

替

國
-

図

…
第

三

修

因

【
巻

四
】
国
-

國

…
第

四
感

果

【
巻
五
・
六
・
七
】
因
-
因

…
第

五

依

報

【
巻
㈹

・
八
・
九

棘
】
國
-

國

…
第

六

正

報

【
巻

十
】
國
-

圃

…
第

七

料

簡

こ
れ

を

以

っ
て
、

本

稿

の

一
応

の
結

論

と
す

る
が
、

別

の
機

会

に
、

こ
れ

を
基

と

し

て
、

『
安

養

集

』

に

於

け

る

『
往

生

要
集

』

の
受

(容
形

態

に

関

す

る
考

証

を
行

う
所

存

で

あ

る
。

ー

テ
キ

ス
ト
と
し
て
は
、
現

在
見
ら
れ

る
唯

一
の
写
本
で
あ
る
西
教
寺
蔵

本

の

コ
ピ
ー
を
使
用

し

た
。
尚
、

以
下

に

示

す
丁
数

は
、

こ

の

コ
ピ
ー

に
、
後

か
ら
付

さ
れ
た
も

の

で
あ
る
。

2

戸

松
憲
千
代

「
薄
納
諦
源

隆
国

の

『
安
養
集
』

に
就

い
て
」

(大

谷
学
報

一
九

ノ
三
、
3
6
5
-
3
6
6

頁
)
。
恵
谷
隆
戒

『
浄
土
教

の
新

研
究
』

妬
-

切
頁
。

以

下
、
恵
谷
氏

の
説

へ
の
言

及
は
、

全
て

こ
れ
に
依
る
。

3

標
題
下

に

「
両
段

一
具
」

と
い
う
註
あ
り

(巻

三

ノ
ー7
丁
)
。

4

標
題
下

に

「
五
妙
境
界
」

と

い
う

註

が

あ

っ
て

(
巻

七

ノ
44
丁
)
、
こ

の
部
分

に
、
『
往
生
要
集
』
所
説

(
巻

上
、
大

正
八
四

ノ
42
b
)

の

五
妙

境
界

(
地
相

・
宮
殿

・
水
相

・
樹

林

・
虚
空
)

の
影
響

が
窺

わ
れ
る
。

5

恵
谷
氏

は
こ
の
次

に

「
讃

阿
弥
陀
」

と
い
う
論

題
を
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
因

「
声
聞
菩
薩
多
少
」

の
項

中

の
引
用
書
名

(讃

阿
弥
陀
偶
)

の

一
部

を
、
誤

っ
て
論
題
名

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

(
早
稲

田
大
学
大
学
院
)

源
隆
国

『
安
養
集
』

の

一
考
察

(
梯
)
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